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PMT Photo Multiplier Tube 光電子増倍管

光電効果を利用して光エネルギーを電気エネルギー
に変換し、電流増幅機能を付加した高感度光検出器。

核医学検査のガンマカメラ、PET装置に使用される。

コリメータをはずした状態のγカメラ ２００８年 国家試験 解答 ３
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ＵＦＯＶ 有効視野

Ｕｓｅｆｕｌ Ｆｉｅｌｄ ｏｆ Ｖｉｅｗ
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面線源を1画素４０００カウント以上収集して均一性を測定。

積分均一性の方が、対象とする画素の数が多いので
値が大きくなる（均一性が低い）。

シンチレータにγ線が入射した時の発光量は、γ線の

エネルギーが高いほど多く、光電子増倍管の出力する電圧
も高くなる。
発光量の強さを計測する装置（波高分析器）で
γ線のエネルギー（keV）分布が測れる。

Ａ／Ｄコンバータ
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核医学検査で使用する

ＲＩの

γ線または特性Ｘ線の

エネルギー

１２５Ｉ ２７ ｋｅＶ（ＥＣ）
６７Ｇａ ９３，１８５，３００ ｋｅＶ
99mＴｃ １４０ ｋｅＶ
１２３Ｉ １５９ ｋｅＶ
１３１Ｉ ３６５ ｋｅＶ

２００５年国家試験

解答 ４

半価層は、X線透過率が半減する銅板の厚さ。RIとは無関係。
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２００９年 国家試験 解答 ２

計数率測定

線源の放射能とガンマカメラの計数値（率）との相関を測定。
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放射能が多すぎると測定器の計数率（カウント数）が

低下する理由

NaI シンチレータにγ線が１個入射すると 230 n sec

発光する。その間に別のγ線が同じ部位に入射しても、

既に発光している部位で新たな発光は計測されない。

この発光時間を不感時間τ（正しくは分解時間）という。

真の放射能（１秒間の入射γ線数）をNo、測定された放射能

をN、測定時間を 1秒 、不感時間をτ秒とすると（τ＜１秒） 、

測定器は１秒間あたり Ｎoτ秒間、測定をしていないので

No = N （Noτ + 1） N = No／（Noτ + 1）

No = N／（1 - Nτ） （測定器の数え落し補正式）

密度の高い（重い）結晶ほど、高エネルギーγ線と相互作用を

起こしやすい（線減弱係数が大きく、光りやすい。感度が高い）。

光の減衰時間が短い結晶ほど数え落しが少ない（計数率直線性がよい）。

数年前のPETには、BGOが使用されていたが、

最近のPETには、LSO、GSOが使用されている。

131Ｉ 全身シンチグラフィ
ＨＥＧＰコリメータ

局所的に非常に強い放射能分布が存在
すると

星芒状アーチファクトが描画される。

コリメータの孔と孔の間隔（隔壁）に

薄い部位が規則的に存在するのが原因。
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令和４年 国家試験 解答 ２

日本画像医療システム工業会規格 JESRA X-0067*C-2017

Japanese Engineering Standards of Radiological Apparatus

（2017年 改正版）

によって、ガンマカメラの性能の保守点検基準が定められている。

２０１６年 国家試験 解答 ４

（計数率特性）
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２００８年 国家試験 解答 ３ ２０16年 国家試験 解答 ３
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２０16年 国家試験 解答 2、３
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